
 

 

医療系専門職連携教育におけるオンラインワークショップの試み

長宗雅美、吾妻雅彦、岩田貴、赤池雅史

（徳島大学大学院医歯薬学研究部 医療教育開発センター）

１．はじめに

徳島大学蔵本キャンパスでは、医学部、歯学

部、薬学部の３つの医療系学部があり、専門職連

携教育として、 年度よりチーム医療を行う

ための基盤形成を目的とした「蔵本地区 年生合

同ワークショップ（ ）」を実施している。また、

次のステップとして、 年度から高学年時に

それぞれの専門知識を共有してシナリオ患者の

サポートを検討する「学部連携 チュートリア

ル」を実施している。

年度は 感染症の感染リスクの問

題により、複数の学部・学科から多人数の学生が

集う対面での 開催は困難であった。そこで、

専門職連携教育を を用いてオンラインで実

施したので報告する。

２．実施状況

オンライン（ ）で、２つのワークショップ

を実施した。

≪参加者の内訳 人 ≫

≪１年生合同ワークショップ≫

蔵本地区の 年生が学部・学科・専攻の垣根を越

えて話し合うことを目指し実施。

① 学部・学科混在の 名の班を作成。

② 名のチューターが３つの班を担当。

③ 年度のテーマ「新型コロナウイルスをど

う乗り越えるか」

④ 基調講演視聴後、ブレイクアウトルームを移

動し討議・発表。全員が発表を経験する。

⑤ 討議に アプリを活用。

⑥ 事前準備：説明会を 回設定。１回参加。

⑦ を活用したサポート体制の構築。

≪学部連携 チュートリアル≫

専門知識を学んだ 年生の学生が自分の職種

の専門性を意識し、他職種と協働してシナリオ患

者のサポート案を立案する。

① 学部・学科混在の 名の班を作成。

② 名のチューターが つの班を担当。

③ ブレイクアウトルームを移動し討議・発表。

各班の代表者が発表し、他のメンバーは適宜

補足説明等、発表者をサポートする。

④ 討議に、 ホワイトボードを活用。

⑤ 事前準備：配布資料、説明動画の提示。

⑥ を活用したサポート体制の構築。

３．方法

今回の実施後アンケート結果と 年度に対

面 を実施した際の実施後アンケート結果を比

較検討した。なお、 年度は 感染症

対応として動画視聴及びレポート提出を実施し

たため、 年度の対面 実施後のアンケート

と比較した。
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